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第1部　復習ワーク
以下の問いに答えよ。選択肢から最も適切なものを1つ選べ。

問1　WHOが1948年に制定した健康の定義として正しいものはどれか。
	①　身体的に疾病がない状態
②　身体的・精神的・社会的に完全に良好な状態であり、単に疾病または虚弱のない状態ではない
③　精神的に安定した状態のみ
④　医師が健康と診断した状態



問2　ホリスティックな健康観において含まれる4つの側面として正しい組み合わせはどれか。
	①　身体的・精神的・文化的・経済的
②　身体的・精神的・認知的・環境的
③　身体的・精神的・社会的・スピリチュアル
④　身体的・心理的・感情的・行動的



問3　健康の連続性モデルについての記述で正しいものはどれか。
	①　健康と疾病は連続したスペクトラム上にあり、固定されたものではない
②　健康か疾病かの二択で評価するものである
③　慢性疾患を持つ人は健康とはいえない
④　健康段階はケアによっても変化しない



問4　1986年のオタワ憲章が提唱したヘルスプロモーションの定義として正しいものはどれか。
	①　疾病の早期発見・早期治療を推進するプロセス
②　患者が医療者の指示に従うプロセス
③　病院内での治療とリハビリを提供するプロセス
④　人々が自らの健康をコントロールし、改善できるようにするプロセス



問5　予防の3段階についての記述で誤っているものはどれか。
	①　一次予防は疾病の発生そのものを防ぐことを目的とする
②　二次予防には健康診断やスクリーニングが含まれる
③　三次予防は疾病の発生そのものを防ぐことを目的とする
④　三次予防には機能回復やリハビリテーションが含まれる



第2部　事例演習
以下の事例を読み、設問に答えよ。
【事例A】
	事例Aを読んで設問に答えよ

	Aさんは48歳の女性会社員。夫と2人暮らし。身長160cm、体重68kg（BMI 26.6）。
定期健診で空腹時血糖が110mg/dL（境界域）、血圧138/86mmHgと指摘された。
「仕事が忙しく、昼食はコンビニ弁当が多い。運動する時間がない」と話す。
自覚症状はなく「今のところ病気ではないから大丈夫」と考えている。



設問A-①　Aさんの健康状態を「健康の連続性モデル」を用いて評価し、現在の健康段階を述べよ。また、その根拠となる情報を記載すること。

	【健康段階の評価と根拠】






設問A-②　Aさんのホリスティックな4側面（身体的・精神的・社会的・スピリチュアル）からのアセスメント内容を整理せよ。

	【4側面のアセスメント】






設問A-③　Aさんに対して看護師が行うべき健康支援を、予防の段階（一次・二次・三次）を明記して述べよ。

	【看護支援の内容】





【事例B】
	事例Bを読んで設問に答えよ

	Bさんは72歳の男性。妻と2人暮らし。5年前に脳梗塞を発症し、右半身に軽度の麻痺が残る。
現在は外来通院中で、降圧薬・抗血小板薬を服用している。
「薬さえ飲んでいれば大丈夫だと思っている。散歩くらいはするが、疲れるので長くはできない」と話す。
妻は「夫が自分でできることは自分でやってほしいが、倒れるのが怖くて手を出してしまう」と話す。



設問B-①　Bさんの健康段階を「健康の連続性モデル」で評価し、その根拠を述べよ。また、急性期との違いにも触れること。

	【健康段階の評価と根拠】






設問B-②　BさんおよびBさんの妻の発言から読み取れる看護上の問題をそれぞれ挙げ、看護師としての具体的な支援内容を述べよ。

	【Bさんへの支援】






	【妻への支援】






